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シリーズ 中学校武道 授業の充実に向けて簗

全
国
剣
道
指
導
者
研
修
会
（
主
催
＝

日
本
武
道
館
、
全
日
本
剣
道
連
盟
、

全
日
本
学
校
剣
道
連
盟
）
の
配
布
資

料
を
参
考
に
し
た
。

安
全
で
楽
し
く
効
果
的
な
指
導
法
　
剣
道
③

⑵
備
品
の
設
置
・
管
理
に
つ
い
て

□
竹
刀

　

本
市
で
は
、
体
力
面
や
扱
い
や
す

さ
、
動
か
し
や
す
さ
等
を
ふ
ま
え
、

男
女
と
も
女
子
用
の
竹
刀
を
使
っ
て

い
る
。
ま
た
、
竹
製
で
は
な
く
カ
ー

ボ
ン
製
の
竹
刀
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

剣
道
未
経
験
の
指
導
者
で
は
、
竹
製

　

千
葉
県
袖
ケ
浦
市
に
は
小
学
校
が
７
校
、
中
学
校
が
５
校
あ
り
、
特
に
中
学

校
で
は
保
健
体
育
科
の
教
員
を
中
心
に
、「
体
育
で
学
校
を
変
え
る
！
」
と
い

う
気
概
で
、
学
校
を
あ
げ
て
安
全
で
楽
し
く
効
果
的
な
体
力
づ
く
り
の
取
組
に

力
を
入
れ
て
い
る
。

　

体
力
づ
く
り
の
成
果
の
一
例
を
挙
げ
る
と
、昨
年
度
、毎
日
新
聞
社
主
催
「
毎

日
カ
ッ
プ
全
国
体
力
づ
く
り
コ
ン
テ
ス
ト
」
に
お
い
て
、
エ
ン
ト
リ
ー
数
４
２

９
５
校
の
う
ち
、
上
位
５
校
の
中
に
、
本
市
の
平
川
中
学
校
と
根
形
中
学
校
が

入
賞
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
年
度
の
み
の
こ
と
で
は
な
く
、
毎
年
、
市
内
５
校
の

袖
ケ
浦
市
教
育
委
員
会 
体
育
振
興
課 

副
主
査

久
島　

典
子

⑴
安
全
に
関
す
る
資
料
集
の
配
布
と

周
知

　

袖
ケ
浦
市
で
は
平
成
24
年
２
月
に
、

『
安
全
に
関
す
る
資
料
集
』
を
市
内
全

中
学
校
に
配
布
し
た
。
こ
れ
は
、
市

独
自
の
ル
ー
ル
を
掲
載
し
た
も
の
で

は
な
く
、
全
国
開
催
さ
れ
た
研
修
会

等
で
配
布
さ
れ
た
剣
道
や
柔
道
の
資

料
を
参
考
に
し
、
文
部
科
学
省
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
新
聞
報
道
等
か
ら
資

料
を
収
集
し
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
を
も
と
に
、
保
健
体
育
科

教
員
、
学
校
長
、
地
域
指
導
者
等
で

会
議
を
開
催
し
、
内
容
の
確
認
や
改

善
を
行
っ
た
。

　

特
に
剣
道
に
つ
い
て
は
、
第
１
回

■
シ
リ
ー
ズ
■

中
学
校
武
道

授
業
の
充
実
に
向
け
て
簗

１ ２ ５ ６ ７◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９お
わ
り
に

10教
本
の
頒
布
状
況
と

入
手
方
法

ま
と
め
に
か
え
て

ま
と
め

安
全
な
環
境
・
用
具

効
果
的
な
授
業
づ
く
り

３授
業
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

４ま
と
め

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）

中
学
校
の
い
ず
れ
か
が
、全
国
の
上
位
校
に
入
賞
し
て
お
り
、「
心
と
体
を
鍛
え
、

育
て
る
」
と
い
う
目
標
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
成
果
を
上
げ
て
い
る
と
自
負
し

て
い
る
。

　

武
道
教
育
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
ハ
ー
ド
面
で
は
す
で
に
全
学
校
に
武
道

館
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
平
成
22
年
度
に
３
校
、
平
成
23
年

度
に
２
校
に
お
い
て
、
文
部
科
学
省
の
委
託
事
業
を
活
用
し
、
２
年
間
を
か
け

て
市
全
体
で
柔
道
・
剣
道
の
２
種
目
に
絞
り
、
本
格
的
な
実
施
に
向
け
て
準
備

を
進
め
て
き
た
。
そ
し
て
、
今
年
度
の
完
全
実
施
に
至
っ
た
が
、
各
校
と
も
概

ね
順
調
な
ス
タ
ー
ト
を
切
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

本
市
で
は
、
こ
の
約
２
年
の
間
に
、
学
校
や
地
域
指
導
者
と
共
通
理
解
を
図

っ
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
取
組
を
も
と
に
し
て
、
本
稿
で
は
、
特
に
「
安
全
」
か

つ
「
効
果
的
」
な
剣
道
授
業
の
実
施
に
焦
点
を
あ
て
て
、
そ
の
具
体
的
な
実
践

内
容
を
紹
介
し
て
み
た
い
。

袖
ケ
浦
市
武
道
教
育
地
域
連
携
指
導
推
進
協
力

者
会
議
作
成
の
『
安
全
に
関
す
る
資
料
集
』

第
１
回
全
国
剣
道
指
導
者
研
修
会
の
配
布
資
料

整　備　項　目 工　　　　　夫

場　
　
　
　
　

所

剣道場
　□　床の清掃は行き届いているか
　□　上履きの収納棚はきれいか
　□　防具（剣道具）の収納棚はきれいか
　□　換気扇は作動するか、きれいか
　□　窓は開閉できるか
　□　更衣室は整理整頓されているか
　□　トイレ／手洗いはきれいか
　　　姿見（鏡）は磨かれているか
　□　その他（　　　　　）
体育館
　□　床の清掃は行き届いているか
　□　床板の破損、釘など出てないか
　□　床の金具蓋は浮いていないか
　□　その他（　　　　　）
共通
　○　掲示板の画鋲の落下はないか
　○　竹刀が当たり掲額が落下しないか
　○　足ふきマット

・収納棚、剣道具に番号をつける

・姿見（鏡）にラインテープを貼る

・床板、金具蓋へ粘着テープを貼る

・画鋲をテープで止める
・額紐の点検

道　
　
　
　
　

具

　□　面、小手、胴の破損はないか
　□　防具（剣道具）一式が組になっているか
　　　（特に、左右の小手はあるか）
　□　竹刀の安全（折れ、緩み、ささくれ）
　□　木刀の安全（鍔と鍔止め）

　□　剣道着（サイズ・衛生面の確認）
　□　袴（サイズ・衛生面の確認）
　□　打ち込み台のネジの緩みはないか
　□　和太鼓とバチの確認

・面紐の解れ防止（水道のホース利用）
・男女別に使用する小手の色、面紐の色を替
　える

・木刀がない場合、代わりになる「手づくり刀」
「新聞刀」「段ボール」の芯刀の用意
・スポーツチャンバラ用ソフト剣、マスクの活用
・サイズごとにつるしておく

・タイヤを利用した打ち込み台などの活用

【剣道着・袴】剣道の服装は、剣道着・袴を着装して行われる。これは、「刀」が武士の象徴という
ことと同じく、通常の武士のみに許されていた紋付き・袴の略装を使用することとなる。
①　�剣道着・袴は、剣道の特性に触れさせるという観点から、できれば着装させたい。学校の実情
により体育着・ジャージ上下（ハーフパンツ）を着用するのも可としたい。藍色の胴ひもは色
落ちしやすいので注意が必要である。

②　�剣道着・袴を着用する場合は、半袖体育着とハーフパンツの上から着装させ、使用後は、速乾
性に配慮し、通気性の良いところでハンガーなどにつるしておきたい。

《表１：場所・道具の整備と工夫》
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の
も
の
は
安
全
管
理
が
な
か
な
か
難

し
い
た
め
で
あ
る
。

　

カ
ー
ボ
ン
竹
刀
は
、
常
に
数
を
管

理
で
き
る
よ
う
に
、
通
し
番
号
を
印

刷
し
た
も
の
を
使
用
し
て
い
る
。
ま

た
、
剣
道
部
員
の
竹
刀
と
混
同
し
な

い
よ
う
に
、
分
け
て
管
理
を
し
て
い

る
。

　

授
業
の
前
後
に
は
、
保
健
体
育
科

教
員
と
地
域
指
導
者
が
、
安
全
に
使

用
で
き
る
状
態
に
あ
る
か
を
点
検
し

て
い
る
。

□
木
刀

　

本
市
の
授
業
は
、
授
業
の
開
始
か

ら
１
～
３
時
間
程
度
ま
で
、
木
刀
を

中
心
と
し
た
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

木
刀
も
竹
刀
同
様
に
通
し
番
号
を
入

れ
て
、
管
理
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

生
徒
が
外
部
へ
持
ち
出
す
こ
と
が
な

い
よ
う
、
ケ
ー
ス
に
入
れ
、
鍵
の
か

か
る
部
屋
で
管
理
し
て
い
る
。

□
剣
道
具

　

生
徒
個
々
人
の
体
格
に
合
っ
た
も

の
を
す
ぐ
に
選
べ
る
よ
う
、
サ
イ
ズ

の
小
さ
い
用
具
か
ら
番
号
１
と
し
、

棚
に
収
納
し
て
い
る
。

⑴
袖
ケ
浦
市
の
体
育
授
業
づ
く
り

　

本
市
で
は
「
常
に
、
オ
ー
ル
ラ
ウ

ン
ド
の
体
力
づ
く
り
を
目
指
す
」
と

い
う
目
標
を
か
か
げ
て
い
る
。
ど
の

単
元
に
お
い
て
も
、
体
力
要
素
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
鍛
え
て
体
力
の
向
上
を

目
指
す
こ
と
を
意
識
し
て
、
授
業
づ

く
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
学
校
体
育
指
導
資
料
集
『
シ

ン
グ
ル
エ
イ
ジ
を
鍛
え
る
体
育
授
業
』

を
独
自
に
作
成
、
配
布
を
行
っ
て
い

る
。
そ
れ
を
も
と
に
、
小
学
校
・
中

学
校
の
体
育
指
導
担
当
者
が
、
次
頁

資
料
１
に
示
す
展
開
を
基
本
と
し
て

指
導
に
あ
た
る
よ
う
、
共
通
理
解
を

図
っ
て
い
る
。
同
時
に
、
小
学
校
で

は
各
校
年
２
回
、
中
学
校
で
は
各
校

年
１
回
、
市
教
育
委
員
会
主
催
で
体

育
の
授
業
研
究
会
を
開
き
、
理
論
と

実
践
の
充
実
に
努
め
て
い
る
。

　

武
道
教
育
も
資
料
１
の
内
容
に
あ

て
は
め
て
学
習
指
導
案
の
作
成
等
を

行
っ
て
い
る
。

⑵
袖
ケ
浦
市
の
剣
道
指
導
の
実
際
に

つ
い
て（
資
料
１
の
展
開
部
分
参
照
）

　

こ
こ
で
は
平
成
22
年
度
か
ら
２
年

間
の
研
究
の
中
で
協
議
さ
れ
た
こ
と

と
、
講
師
（
元
袖
ケ
浦
市
立
平
川
中

学
校
長
・
渡
邉
護
先
生
）
よ
り
ご
指

袖
ケ
浦
市
学
校
体
育
指
導
資
料
集
編
纂
委
員
会
作

成
の
『
シ
ン
グ
ル
エ
イ
ジ
を
鍛
え
る
体
育
授
業
』

安
全
性
を
考
え
、カ
ー
ボ
ン
竹
刀
を
使
用
。
ま
た
、

管
理
の
た
め
、
通
し
番
号
を
印
刷
し
て
い
る

木
刀
を
使
っ
た
授
業
も
行
っ
て
い
る
。
竹
刀
と

同
じ
く
通
し
番
号
を
つ
け
て
い
る

剣
道
具
は
、
サ
イ
ズ
順
で
棚
に
収
納
し
て
い
る

１ ２ ３ ４ ５ ７◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９お
わ
り
に

10教
本
の
頒
布
状
況
と

入
手
方
法

ま
と
め
に
か
え
て

ま
と
め

体
育
専
攻
大
学
生
を
対

象
と
し
た
研
究
結
果
を

も
と
に

剣
道
の
「
基
本
動
作
」
と

「
対
人
的
技
能
」

剣
道
に
お
け
る
「
一
本
」

と
「
有
効
打
突
（
得
点
）」 

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）

１ ２ ５ ６ ７◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

８◯
◯
◯
◯
◯
◯
◯

９お
わ
り
に

10教
本
の
頒
布
状
況
と

入
手
方
法

ま
と
め
に
か
え
て

ま
と
め

安
全
な
環
境
・
用
具

効
果
的
な
授
業
づ
く
り

３授
業
後
の
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り

４ま
と
め

（
教
本
ｐ
58
〜
）

（
教
本
ｐ
63
）

資料１　１単位時間の授業のながれ（元袖ケ浦市立平川中学校長・渡邉護氏作成）

＜目標の視点＞

展　　　　開 指導上の留意点

①　整列・挨拶
　「静的健康観察」

②　準備運動
　◇準備運動Ⅰ
　　・全身運動３分間（脈拍管理）�
　　　「動的健康観察」
　◇準備運動Ⅱ
　　・体つくり運動や補助運動�

③　学習目標の確認

④　主運動
　　　・練習
　　　・指導
　　　・評価等

⑤　副運動及び補強運動

⑥　整理運動
　「動的健康観察」
　「静的健康観察」

⑦　まとめと次時の予告

⑧　整列・挨拶
　「静的健康観察」

　・集団行動の基礎・基本を徹底
　・表情や動作、声等から「静的健康観察」

・最初に、安全と効率の立場から３分間の全身連続運動
を行うこととする
　※負荷（120 ～ 130 拍／分）
　・体つくり運動
　主に敏捷性や調整力・瞬発力などに着目
　準備運動と体つくり運動を兼ねる（疲労感を残さない）
　・補助運動　補助運動から自然に主運動に移る流れ
　・用具の準備も終了させる

　・スモ－ルステップの評価基準を示す

　・「できた」ことを最大に評価
　・教師の主な役割は
a�個々が技能の課題をつかめる練習方法の提示
b�特に技能の下位の生徒につき、指導
c�１時間の中で必ず全員、一人一人を評価
d�伸びを最大に評価。生きる力と連動

　・体力づくりの全面性という立場から、主運動で不足す
る体力要素・部位を補う運動を行う

　・負荷の少ない全身運動によって
　a�心身の疲労の回復
　b�練習で発生した障害の発見

　・本時の目標から（個と集団）評価
　・生活化への配慮

常に、オ－ルラウンド（全面性）の体力づくりを目指す
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導
い
た
だ
い
た
こ
と
を
中
心
に
紹
介

す
る
。
な
お
、
学
習
指
導
案
の
作
成

に
あ
た
っ
て
は
、
全
日
本
剣
道
連
盟

作
成
の
『
剣
道
授
業
の
展
開
』
を
参

考
に
し
た
。

①
整
列
・
挨
拶
（
左
座
右
起
・
竹
刀

及
び
木
刀
の
取
扱
い
〔
安
全
指
導
〕・

伝
統
的
な
行
動
の
仕
方
、
等
）

　

こ
こ
で
は
、「
礼
の
生
活
化
」
と
い

う
指
導
観
を
大
切
に
す
る
。
日
本
古

来
の
立
ち
居
振
る
舞
い
、
生
き
方
、

所
作
な
ど
、
武
道
が
学
校
教
育
に
与

え
る
価
値
は
高
い
の
で
、
授
業
開
始

か
ら
大
切
に
扱
う
よ
う
に
す
る
。
ま

た
、
学
習
時
間
の
確
保
の
た
め
、
休

み
時
間
に
胴
、
垂
れ
を
着
け
、
授
業

開
始
を
待
つ
よ
う
指
導
を
行
う
。

　

学
ん
だ
こ
と
は
、
全
校
集
会
、
教

室
で
の
授
業
な
ど
、
様
々
な
場
面
で

振
り
返
り
、
学
校
全
体
で
意
識
し
変

え
て
い
け
る
よ
う
保
健
体
育
科
教
員

が
周
知
徹
底
を
す
る
。

②
準
備
運
動
（
体
操
、「
手
刀
に
よ
る

剣
道
に
必
要
な
動
き
づ
く
り
」
等
）

◇
準
備
運
動
Ⅰ

　

指
導
案
は
、
準
備
運
動
か
ら
整
理

運
動
ま
で
、「
技
能
づ
く
り
」
を
心
が

け
て
作
成
す
る
。
準
備
運
動
で
は
、

全
身
連
続
運
動
３
分
間
（
負
荷
＝
120

～
130
拍
／
分
）
を
毎
時
、
必
ず
行
う
。

こ
の
運
動
で
体
が
温
ま
っ
た
と
こ
ろ

で
、
準
備
体
操
を
行
う
。
そ
こ
で
、

準
備
体
操
中
や
体
操
後
な
ど
の
、
動

的
健
康
観
察
を
す
る
。

　

剣
道
の
授
業
で
は
、
３
分
間
全
身

連
続
運
動
で
、「
手
刀
に
よ
る
剣
道
に

必
要
な
動
き
づ
く
り
」
を
行
っ
て
い

る
。
具
体
的
に
は
手
刀
を
つ
く
り
、

送
り
足
で
移
動
す
る
運
動
で
あ
る
。

平
成
22
年
度
は
資
料
２
の
よ
う
に
、

全
員
が
一
方
行
に
移
動
し
て
い
た
。

し
か
し
、
23
年
度
以
降
は
、
運
動
量

や
技
能
づ
く
り
の
時
間
を
確
保
す
る

た
め
、
並
び
方
を
工
夫
し
、
体
育
館

を
巡
回
さ
せ
る
よ
う
に
し
た
。

▽
全
身
連
続
運
動
の
目
的

　

学
校
に
お
け
る
児
童
生
徒
の
死
亡

事
故
の
６
割
近
く
が
「
突
然
死
」
で

あ
る
。
特
に
運
動
中
及
び
そ
の
直
後

に「
突
然
死
」が
多
く
発
生
し
て
い
る
。

安
全
指
導
と
と
も
に
、
３
分
間
の
全

身
連
続
運
動
に
よ
っ
て
、
血
液
が
全

身
に
効
果
的
に
循
環
し
、
身
体
機
能

の
準
備
が
良
好
な
状
態
を
つ
く
る
。

▽
脈
の
測
り
方

「
全
身
連
続
運
動
３
分
間
」
直
後
の

脈
拍
が
「
120
～
130
拍
／
分
」
に
な
る

強
度
が
望
ま
し
い
負
荷
で
あ
る
。
具

体
的
に
は
「
全
身
連
続
運
動
３
分
間
」

直
後
の
15
秒
間
の
「
10
秒
」
の
脈
拍

を
測
り
、
６
倍
す
る
。

◇
準
備
運
動
Ⅱ
（
体
つ
く
り
運
動
や

補
助
運
動
）

　

準
備
運
動
Ⅱ
は
、
生
徒
の
体
力
実

態
に
合
わ
せ
、
準
備
運
動
を
考
慮
し

た
上
で
の
、
意
図
的
・
長
期
的
に
取

り
組
む
体
つ
く
り
運
動
と
捉
え
る
。

指
導
す
る
際
の
留
意
点
と
し
て
は
、

効
果
的
な
主
運
動
を
行
う
た
め
に
、

疲
労
感
が
残
る
よ
う
な
準
備
運
動
は

避
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
実
践

方
法
と
し
て
は
、
体
力
づ
く
り
、
技

能
づ
く
り
が
効
果
的
に
行
え
る
順
序

性
（
注
）（
神
経
系
→
パ
ワ
ー
系
→
筋
力

系
→
持
久
力
系
）
の
上
か
ら
も
、「
敏

捷
性
・
調
整
力
・
瞬
発
力
」
に
着
目
し
、

少
な
い
負
荷
で
効
果
的
に
上
げ
る
運

動
が
ベ
タ
ー
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、

腕
立
て
伏
せ
や
腹
筋
な
ど
、
筋
力
を

高
め
る
運
動
は
、
10
回
行
え
る
程
度

の
負
荷
を
２
セ
ッ
ト
程
度
、
敏
捷
性

を
高
め
る
運
動
な
ら
ば
10
秒
以
内
、

技
能
づ
く
り（
瞬
発
力
系
も
含
め
）は
、

も
っ
と
も
疲
労
感
が
な
く
、
心
身
と

も
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
状
態
の
時
に
行

わ
せ
る
よ
う
に
す
る
。

　

ま
た
、
補
助
運
動
は
主
運
動
の
基

礎
的
動
き
・
既
習
運
動
を
主
と
し
、

準
備
運
動
を
兼
ね
な
が
ら
自
然
に
主

運
動
へ
と
移
る
こ
と
が
出
来
る
展
開

が
効
果
的
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
と

こ
ろ
を
意
識
し
て
、
指
導
案
を
作
成

し
た
い
。

（
注
）
効
果
的
な
体
力
づ
く
り
・
技
能

づ
く
り
を
行
う
た
め
の
順
序
性
＝

敏
捷
性
→
調
整
力
→
瞬
発
力
→
筋

力
→
持
久
力

　

※
柔
軟
性
は
運
動
の
間
な
ど
積
極

的
休
息
と
し
て
扱
う

③
学
習
目
標
の
確
認

　

目
標
達
成
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て

は
、
教
育
基
本
法
を
大
前
提
と
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
た
学
校
教
育
目
標
の

具
現
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
市

で
は
、
体
育
に
つ
い
て
は
、
学
習
指

導
要
領
の
教
科
の
目
標
で
も
強
調
さ

れ
て
い
る
と
お
り
、「
体
力
の
向
上
を

図
り
、
明
る
く
豊
か
な
生
活
を
営
む

態
度
を
育
て
る
」
こ
と
に
主
眼
を
置

き
、「
技
能
」「
体
力
」「
態
度
」「
知
識
、

思
考
・
判
断
」
と
し
て
、
学
習
目
標

を
設
定
し
て
い
る
。

「
言
語
活
動
の
充
実
」
と
い
う
面
も

重
視
さ
れ
て
い
る
体
育
の
教
科
特
性

か
ら
も
、「
で
き
た
！
」「
伸
び
た
！
」

「
わ
か
っ
た
！
」
と
い
う
学
び
の
感
動

を
保
証
す
る
、
体
育
の
授
業
の
本
筋

を
実
践
す
る
こ
と
に
よ
り
、
豊
か
な

心
が
育
ち
、
必
然
的
に
言
語
も
増
え

る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、「
技

能
」「
体
力
」「
態
度
」「
知
識
、
思
考
・

判
断
」
の
４
つ
の
体
育
の
柱
を
崩
さ

ず
に
、
し
っ
か
り
と
指
導
を
す
れ
ば
、

お
の
ず
と
言
語
活
動
も
増
え
る
と
思

わ
れ
る
の
で
、
強
く
意
識
し
す
ぎ
て
、

運
動
量
等
に
影
響
が
出
な
い
よ
う
な

目
標
を
設
定
し
た
い
。

④
主
運
動
（
練
習
、
指
導
、
評
価
等
）

　

技
能
づ
く
り
は
、
初
歩
的
な
も
の
・

基
礎
的
な
も
の
か
ら
順
次
高
次
な
も

の
へ
、
学
ぶ
内
容
を
変
え
て
い
く
。

話を聞く姿勢を学び、学校生活全般に活かしたい

敏捷性を養う運動「師匠と弟子」…「師匠」（１人）と「弟子」（その他全員）役に分かれ、双
方とも手刀で構えた状態になる。「師匠」が面を打ってきたら「弟子」は胴、胴を打ってきたら
小手・面といった具合に応じ技を行い、敏捷性を養う

「
手
刀
に
よ
る
剣
道
に
必
要
な
動
き
づ
く
り
」

資料２　「手刀による剣道に必要な動きづくり」
　　　　22年度と 23年度以降の移動方法
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全
員
の
伸
び
を
目
指
す
こ
と
が
大
切

で
あ
る
。
保
健
体
育
、
と
り
わ
け
武

道
の
授
業
で
行
う
態
度
づ
く
り
は
、

規
律
正
し
い
学
校
生
活
に
直
結
す
る

こ
と
を
念
頭
に
お
く
。
技
能
づ
く
り

の
着
眼
に
つ
い
て
は
資
料
３
に
ま
と

め
た
。

　

主
運
動
、
副
運
動
の
指
導
に
つ
い

て
心
が
け
る
こ
と
は
、
以
下
の
と
お

り
で
あ
る
。

▽
腹
か
ら
声
を
出
す

　

剣
道
で
は
特
に
声
を
出
す
場
面
が

多
く
、
い
わ
ゆ
る
腹
か
ら
出
す
こ
と

が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
「
声
」
と
は
、

心
が
変
わ
ら
な
い
と
出
て
こ
な
い
も

の
で
あ
る
。
褒
め
る
指
導
を
大
切
に

し
て
引
き
出
し
て
い
く
よ
う
に
す
る
。

▽
評
価
場
面
を
増
や
す

　

基
本
技
な
ど
の
指
導
場
面
で
は
、

剣
道
部
員
な
ど
を
使
っ
て
模
範
を
見

せ
る
な
ど
、
生
徒
の
活
動
時
間
を
最

大
限
に
確
保
し
、
評
価
場
面
を
積
極

的
に
増
や
す
工
夫
を
す
る
。

▽
全
身
持
久
力
を
高
め
る

　

互
い
に
技
を
出
し
合
う
自
由
稽
古

は
、
全
身
持
久
力
を
高
め
る
と
考
え

た
場
合
、
45
秒
を
４
セ
ッ
ト
が
理
想

だ
と
思
わ
れ
る
が
、

生
徒
の
体
力
の
状
況

等
に
応
じ
て
、
柔
軟

に
対
応
し
た
い
。

▽
基
本
技
能
を
重
視

し
て
指
導
す
る

　

剣
道
は
、
生
徒
の

大
半
が
初
心
者
で
あ

る
。
そ
う
い
う
意
味

で
は
、
基
本
技
能
を

重
視
し
て
指
導
に
あ

た
り
た
い
。
ま
た
、

そ
れ
が
安
全
な
授
業

実
施
に
も
つ
な
が
る
。

▽
地
域
指
導
者
を
活

用
す
る
場
面
を
考

え
る

　

市
で
は
、
地
域
指

導
者
の
活
用
を
平
成

22
年
度
か
ら
行
っ
て

お
り
、
登
録
を
受
け

た
地
域
の
指
導
者
を
、
市
が
各
校
へ

派
遣
す
る
仕
組
み
を
と
っ
て
い
る
。

指
導
者
養
成
講
習
会
は
年
２
回
開
催

し
、
登
録
さ
れ
た
地
域
指
導
者
と
保

健
体
育
科
の
教
員
が
全
員
集
ま
り
、

安
全
を
中
心
テ
ー
マ
に
据
え
て
、
研

修
会
を
開
催
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

地
域
指
導
者
の
活
用
を
考
え
た
い
場

面
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
内
容
を
、

い
く
つ
か
紹
介
す
る
。

・
専
門
家
に
よ
る
実
践
を
行
う

　

専
門
家
で
あ
る
地
域
指
導
者
に
よ

る
「
や
っ
て
み
せ
る
」
場
面
づ
く
り

を
大
切
に
す
る
。

・
本
物
を
み
せ
る

　

授
業
の
中
盤
で
地
域
指
導
者
の
説

明
な
ど
を
効
果
的
に
取
り
入
れ
る
。

「
本
物
を
見
せ
る
」
こ
と
を
大
切
に
す

る
。
指
導
者
が
い
な
い
場
合
は
、
ビ

デ
オ
な
ど
も
積
極
的
に
活
用
す
る
。

・「
出
し
切
る
」
こ
と
に
つ
な
げ
る

　

地
域
指
導
者
を
活
か
し
て
、
お
互

い
が
打
ち
合
う
と
こ
ろ
を
生
徒
に
見

せ
る
こ
と
な
ど
を
す
る
と
、
声
や
動

き
か
ら
迫
力
が
伝
わ
る
。
こ
れ
が
、

精
一
杯
体
を
動
か
し
、
大
き
な
声
を

出
す
こ
と
、
つ
ま
り
「
出
し
切
る
」

こ
と
に
つ
な
が
る
。

⑤
副
運
動
及
び
補
強
運
動

　

剣
道
で
最
も
高
め
ら
れ
る
体
力
要

素
は
「
敏
捷
性
、
瞬
発
力
」
で
あ
る
。

そ
の
反
面
、
不
足
す
る
の
は
「
全
身

持
久
力
、
筋
持
久
力
」
で
あ
る
。
本

来
は
、
こ
の
場
面
で
持
久
力
や
筋
持

久
力
を
高
め
る
運
動
を
補
強
と
し
て

取
り
入
れ
た
い
。

　

た
だ
し
、
剣
道
で
は
、
剣
道
具
の

着
装
等
に
時
間
が
か
か
る
の
で
、
副

運
動
及
び
補
強
運
動
は
、
準
備
運
動

Ⅱ
や
主
運
動
の
中
で
意
図
的
に
指
導

す
る
と
よ
い
。

⑥
整
理
運
動
（
素
振
り
、
正
面
打
ち
、

な
ど
）

　

最
後
の
整
理
運
動
で
は
、
素
振
り

を
行
う
。
軽
い
全
身
連
続
運
動
に
よ

り
、
疲
労
物
質
を
心
臓
に
戻
す
こ
と

に
よ
っ
て
疲
労
回
復
す
る
の
で
、
整

理
運
動
は
必
ず
行
う
。
ま
た
、
怪
我

の
発
見
が
出
来
る
場
面
で
も
あ
る
。

⑦
ま
と
め
と
次
時
の
予
告

　

本
時
の
目
標
と
照
ら
し
合
わ
せ
、

個
と
集
団
の
評
価
を
す
る
。
ま
た
、

学
ん
だ
こ
と
を
日
常
生
活
で
活
か
せ

る
よ
う
指
導
す
る
。

⑧
整
列
・
挨
拶

　

授
業
の
終
わ
り
に
も
整
列
・
挨
拶

を
行
う
が
、
表
情
や
動
作
、
声
な
ど

か
ら
「
静
的
健
康
観
察
」
を
行
う
。

　

最
後
の
正
座
の
場
面
で
は
、
地
域

指
導
者
が
巡
視
す
る
な
ど
指
導
を
徹

底
し
、「
全
員
が
や
り
き
る
」
と
い
う

姿
勢
を
大
切
に
す
る
。

　

保
健
体
育
の
授
業
の
良
し
悪
し
は
、

生
徒
の「
気
を
つ
け
」「
礼
」に
現
れ
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
礼
は
、
武
道
授

業
の
重
要
な
指
導
内
容
で
あ
る
。
授

業
後
に
は
礼
を
す
る
姿
が
よ
り
よ
く

な
る
よ
う
、
最
後
の
最
後
ま
で
生
徒

を
変
え
る
つ
も
り
で
指
導
す
る
。
特

に
、
授
業
の
終
わ
り
に
行
う
正
座
や

礼
は
、
節
度
あ
る
態
度
を
学
び
、
充

実
感
、
満
足
感
を
味
わ
う
場
面
で
も

あ
り
、
大
切
に
扱
い
た
い
。

資料３　技能づくりの着眼

指
導
者
養
成
講
習
会
の
様
子
（
掲
示
物
の
作
成
に
つ
い
て
検
討
）

新しい技能が身についたこと、また、その過程を最重視する

既習の動き　→　新しい動き
単純な動き　→　複雑な動き
容易な動き　→　困難な動き

　・�段階的指導が決め手（初歩的なもの、基礎的なものから
始め、順次高次なものへ。どの生徒にもできた喜びを）

　・個々の生徒の伸びに着目（絶対評価重視）

　・集団づくりの一環として（みんなでできる）
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以
上
、
授
業
づ
く
り
に
つ
い
て
記

し
た
が
、
最
後
に
こ
れ
ま
で
の
各
校

の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
感
想
を
一
部

掲
載
し
た
い
。
ど
れ
も
武
道
に
お
け

る
教
育
的
価
値
の
高
さ
が
窺
え
る
も

の
で
あ
る
。

（
中
学
２
年
生
）

○
相
手
に
申
し
訳
な
い
と
思
い
、
手

を
抜
い
て
行
っ
て
い
た
が
、
正
々
堂
々

と
行
う
こ
と
が
剣
道
か
と
思
っ
た
。

自
分
よ
り
強
い
相
手
で
も
怖
が
ら
ず

に
立
ち
向
か
う
こ
と
に
意
味
が
あ
る

こ
と
を
学
ん
だ
。
ま
た
技
術
面
、
精

神
面
と
も
に
剣
道
で
鍛
え
ら
れ
た
と

思
う
。

○
昨
年
よ
り
大
き
く
成
長
し
た
こ
と

は
次
の
２
つ
。
ひ
と
つ
は
礼
儀
。
普

段
の
学
校
生
活
の
中
で
目
を
合
わ
せ

て
挨
拶
を
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

に
な
っ
た
。
も
う
ひ
と
つ
は
剣
道
に

対
す
る
意
欲
。
少
し
で
も
多
く
練
習

が
出
来
る
よ
う
防
具
を
つ
け
る
こ
と

を
頑
張
っ
た
。

（
授
業
を
見
学
し
た
保
護
者
）

○
と
て
も
ピ
シ
ッ
と
し
て
い
た
。
背

筋
も
の
び
て
正
座
も
き
れ
い
。
大
き

な
声
を
出
す
こ
と
も
新
鮮
だ
っ
た
。

○
大
き
な
声
が
出
て
い
て
、
見
て
い

て
と
て
も
気
持
ち
が
良
か
っ
た
。
発

表
す
る
人
の
方
を
見
な
が
ら
聞
く
姿

勢
が
、
素
晴
ら
し
い
と
思
っ
た
。

（
地
域
指
導
者
）

○
今
の
親
も
子
も
、
日
本
人
の
よ
い

所
を
知
ら
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。
武

道
教
育
を
通
し
て
日
本
人
の
心
を
少

し
で
も
伝
え
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
と

思
う
。

○
堅
苦
し
く
教
え
る
の
で
は
な
く
、

楽
し
く
技
を
競
い
合
う
中
で
、
自
然

と
身
に
つ
く
よ
う
に
な
れ
ば
よ
い
。

日
本
の
伝
統
文
化
を
正
し
く
伝
え
る

こ
と
が
出
来
れ
ば
と
思
う
。

（
授
業
研
究
会
に
参
加
し
た
保
健
体
育

科
教
諭
の
感
想
）

○
Ｔ
１
、
Ｔ
２
の
役
割
分
担
が
よ
く

出
来
て
い
て
、
息
も
あ
っ
て
い
た
と

思
う
。
や
は
り
Ｔ
１
の
日
頃
か
ら
の

指
導
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思

う
。

○
地
域
指
導
者
が
い
ざ
と
い
う
と
き

に
、
生
徒
に
近
づ
い
て
教
え
て
い
る

場
面
な
ど
を
見
る
と
、
保
健
体
育
担

当
者
を
中
心
に
授
業
を
進
め
て
い
く

と
い
う
軸
が
、
ぶ
れ
ず
に
よ
か
っ
た

と
思
う
。

○
地
域
指
導
者
と
保
健
体
育
担
当
者

の
指
導
の
間
合
い
が
抜
群
で
、
連
携

指
導
の
効
果
が
見
事
に
生
き
て
い
た
。

　

平
成
24
年
度
に
必
修
化
さ
れ
た
武

道
教
育
で
は
あ
る
が
、
本
市
と
し
て

も
よ
う
や
く
ス
タ
ー
ト
段
階
ま
で
た

ど
り
つ
い
た
と
い
う
状
況
で
あ
る
。

今
後
、
向
こ
う
10
年
間
に
わ
た
り
、

安
定
的
に
「
安
全
で
楽
し
く
効
果
的
」

な
武
道
教
育
を
行
え
る
よ
う
、
本
市

と
し
て
も
継
続
し
て
準
備
を
進
め
て

い
き
た
い
。

　

ま
た
、
武
道
教
育
の
本
格
的
な
実

施
に
よ
り
、
私
が
改
め
て
考
え
た
こ

と
は「
体
育
の
生
活
化
」で
あ
る
。特
に
、

武
道
と
い
う
教
材
を
通
し
て
学
ん
だ

礼
法
、
態
度
、
心
構
え
と
い
っ
た
武

道
特
有
の
教
育
的
価
値
に
つ
い
て
は
、

学
校
だ
け
で
は
な
く
地
域
や
家
庭
と

も
共
有
で
き
る
と
考
え
る
。
何
よ
り

安
全
で
楽
し
く
効
果
的
な
授
業
を
実

践
し
、
生
徒
の
生
き
方
に
根
づ
く
よ

う
な
教
育
体
制
を
目
指
し
た
い
。

　

市
教
育
委
員
会
と
し
て
も
、
よ
り

一
層
、
効
果
的
な
武
道
教
育
を
推
進

す
る
た
め
、
全
国
の
実
践
例
な
ど
の

情
報
収
集
に
努
め
る
と
と
も
に
、
教

職
員
、
生
徒
、
地
域
指
導
者
、
さ
ら

に
は
保
護
者
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
立
場

の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
さ
ら
な
る

指
導
体
制
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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